
1.copyright and Install
ceo.sty（CenturyOldStyle）の許諾事項

（copyright@toru yasuda）
このスタイル ceo.styの不具合，質問など連絡は安田亨（やすだとおる）
dokusha@hocsom.com

へお願い致します．
以下，いろいろ関係がないことも書いてありますが，無視してください．スタッフのた
めに書いたものを編集していますので，スタッフ向けのこともあります．このスタイル
はスタッフに渡しているフルバージョンではありません．従って，フルバージョンに比
べ，使えない記号があります．このマニュアルには，フルバージョン用の記述もあるため
です．
【文字コードの問題】
TeXLive2013では UTF-8を推奨しています．UTF-8で作成したファイルは，トラブル
を起こしやすい（らしい）ので，Shift-JISの方にしたかったのですが，設定がうまくいか
ないという人が大変多く，かつ，データを販売したときに，販売先に仕様の変更を頼むの
も難しいので，UTF-8にすることにしました．設定を Shift-JISに変更してくださった方
には申し訳ないのですが（ここが意味不明な人は無視してください），エディタの「エン
コーディング」を UTF-8にしてください．特に，Shift-JISで作ったファイルからコピー
ペーストして，UTF-8でファイルを作ったり，この逆をしたり，混在させると，トラブル
になります．これが，現在，最大の心配事です．

É1Êceo.styのインストール方法
【Macでのインストール】TeXはインストールしてあるものとします．
MacTeXLive2013での設定です．それよりバージョンが前の場合には，適宜読み替えて
ください．
http://oku.edu.mie-u.ac.jp/ okumura/texwiki/?Mac の文字コードの自動判別，hi-
raginoの埋め込みの設定をします．操作は以下です．
自動判別については，nkfが入っていないなら，「nkfが入っています」内の nkfを
/usr/local/bin

に入れます．ターミナルで
chmod 755 /usr/local/bin/nkf

と入れて（コピー，ペーストして）リターンを押します．
hiraginoの埋め込みは，
sudo mkdir -p /usr/local/texlive/texmf-local/fonts/opentype/hiragino/
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リターンキーを押す．以下，続けます．1回 1回，リターンキーを押してください．
cd /usr/local/texlive/texmf-local/fonts/opentype/hiragino/

sudo ln -fs "/Library/Fonts/ヒラギノ明朝 Pro W3.otf" ./HiraMinPro-W3.otf
sudo ln -fs "/Library/Fonts/ヒラギノ明朝 Pro W6.otf" ./HiraMinPro-W6.otf
sudo ln -fs "/Library/Fonts/ヒラギノ丸ゴ Pro W4.otf" ./HiraMaruPro-W4.otf
sudo ln -fs "/Library/Fonts/ヒラギノ角ゴ Pro W3.otf" ./HiraKakuPro-W3.otf
sudo ln -fs "/Library/Fonts/ヒラギノ角ゴ Pro W6.otf" ./HiraKakuPro-W6.otf
sudo ln -fs "/Library/Fonts/ヒラギノ角ゴ Std W8.otf" ./HiraKakuStd-W8.otf
sudo mktexlsr

リターンキーを押す．
階層の移動は Finder（普通の状態）で，メニューの移動～フォルダへの移動
/usr

でカラム表示（表示の左から 3番目）にするなどして移動します．
【1：クラスファイルと 4つのフォルダ (Install 4 ceo folders)】texlive～texmf-local～
dvips～localの中に"into map"の中の ceoフォルダを入れる．
texlive～texmf-local～fonts～tfm～local の中に"into tfm"の中の ceo フォルダを入
れる．
texlive～texmf-local～fonts～type1～local の中に"into type1"の中の ceo フォルダ
を入れる．
texlive～texmf-local～tex～latex～localの中に"into latex"の中の ceoフォルダを入
れる．

texlive～2013～texmf-dist～tex～platex～jsclassesの中に clsの中の
jsarticlek.cls および yasuda-book0.cls から yasuda-book5.cls を入れる．ターミナ
ルで
sudo mktexlsr

をする．
【Windowsでのインストール】TeXはインストールしてあるものとします．
Windowsでヒラギノを使う場合は次の設定をする．最初に ceostyフォルダ内の「Win-
dowsでヒラギノ」というフォルダを開いて，その「WindowsTeX otf でヒラギノ」を
読んで hiraginoの埋め込みの設定をしてください．何を言っているか不明な人は無視し
てください．
私のWindowsXP，7では Cドライブの下に Tw32texTshareTtexmf-dist となりま
す．texmf-dist以下を書きます．
texmf-dist が存在しない人は、texmf を見てください．以下に記してある texmf-dist
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は全て texmfと読み替えてください．
【0：削除 (delete pk fonts of old version)】以前のバージョンの ceoパッケージを使っ
ていた場合は Ttexmf-distTfontsTpkTceo の中の ceor.300pkなどの pk fontを削除
してください．削除しないとエラーがおきます．初めての場合は無視し，何もしなくてか
まいません。次に進んでください．
【1：クラスファイルと 4つのフォルダ (Install 4 ceo folders)】
このパッケージの ceosty というフォルダの中には４つのフォルダがあります．この
４つのフォルダの中にはそれぞれ ceo という名前のフォルダが入っています．その
ceo というフォルダを以下の階層にいれてください．また cls というフォルダの中の
jsarticlek.clsを次の階層に入れます．これは上記倍率を変えたものです．
Ñ jsarticlek.cls

Ttexmf-distTtexTplatexTjs に cls jsarticlek.cls および yasuda-book0.cls から
yasuda-book5.clsを入れる．
Ò 4 ceo folders

Ttexmf-dist以下
TfontsTtfm

の中に"into tfm"の中の ceoフォルダを入れる．
TfontsTtype1

の中に"into type1"の中の ceoフォルダを入れる．
TfontsTmapTdvipsの中に"into map"の中の ceoフォルダを入れる．
TtexTlatex

の中に"into latex"の中の ceoフォルダを入れる．

【Shift-JISへの変更について】
以下はWindowsで Shift-JISでタイプセットできるようにするための覚え書きです．も
はや不要となりましたが，学生君が苦労して見つけてくれたものですから，覚え書きとし
て残しておきます．WindowsTeXLive2013は内部が UTF-8で，TeXWorksもそのま
までは Shift-JISを受け付けてくれません．
1.http://tug.org/texworks/で最新版の TeXworksをダウンロード、インストールす
る．
2.TeXworksを起動し、編集→設定→タイプセット→タイプセットの方法の「＋」ボタ
ンを押す．
3.名前を「pdfpLaTeX」、プログラムを「pdfplatex.bat」、引数を「$basename」とす
る．
4.「pdfplatex.bat」を編集する。適当なテキストエディタで開き、中身を以下のように
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する．
---ここから---
@echo off

platex -synctex=1 -kanji=sjis %1

dvipdfmx "%˜n1"

---ここまで---
「pdfplatex.bat」は
C:/texlive/2013/bin/win32/pdfplatex.bat

C:/texlive/2013/bin/win64/pdfplatex.bat

C:/w32tex/bin/pdfplatex.bat

C:/w32tex/bin64/pdfplatex.bat

のどこかに（普通は）あります。もしなければ新規に作る（エディタで作れます）．
5.編集→設定→エディタ→エンコーディングを「Shift-JIS」にする。
6.pdfpLaTeXで Shift-JISで作ったファイル（たとえば kokoromi.tex）が正しくタイ
プセットされるのを確認する。

【Shift-JISへの変更についてはここまで】

以上を行ったら，最後に，コマンドプロンプトを立ち上げ
mktexlsrを実行します．

【実験】さて，終了して kokoromi.texを実行しましょう．そして pdfを作り，記号部
分を大きく拡大し，ギザギザが出ないかを見てください．
Ôコマンドプロンプトとターミナル
以前は階層を移動する必要がありましたが，今は階層を移動しなくても，いきなり「sudo
mktexlsr」）マックの場合），mktexlsr（Windowsの場合）を掛ければいいので，以下
は不要です．筆者の覚え書きのようなものです．
階層を手で移動するとき．MacOSXの場合：カラム表示にします．上の方にある 3つ並
んだ表示形式の一番右を押す．WindowsXPの場合：スタートから右クリックでエクス
プローラーを立ち上げて，メニューのツール～フォルダオプション～表示をすべてのファ
イルとフォルダを表示，詳細表示にして，すべてのフォルダに適用をおします．
terminal：MacOSXの terminalはアプリケーションのユーティリティフォルダの中に
あり, WindowsXPのコマンドプロンプトスタートからアクセサリーの中にあります．
【Macで，TeXの数式を Illustrator(Adobe)で図版に利用してする場合（多くの人
には関係ない）】
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/Library/"Application Support"/Adobe/Fonts/ にも，上の"into type1"の中の ceo
フォルダを入れます．これで，イラストレータでフォントが出てきて表示，キーボードか
ら入力できるようになります．ただし，キーボードから入力できるものは，キーにマップ
されているものに限ります．ただしすべて表示できるわけではないようです．

【Windowsで，TeXの数式を Illustrator(Adobe)で図版に利用してする場合（多く
の人には関係ない）】
C:TProgram FilesTCommon FilesTAdobeTFonts

にも，上の"into type1"の中の ceoフォルダを入れます．これで，イラストレータでフォ
ントが出てきて表示，キーボードから入力できるようになります．ただし，キーボードか
ら入力できるものは，キーにマップされているものに限ります．
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2.根号と積分と x;yの変更
基本的に，普通に打てばできます．ただし，2つ 3つ，特別なことをしています．
Ñ displaystyleの排除
いちいち displaystyleを入れるのが嫌なので，積分，シグマ，積（prod）は，displaystyle
を入れなくてもできるようにしてあります．もちろん，入れても同じです．
分数罫線とその上下の空きはぴっちりつまるようにしてあります．これは ceosyの tfm
で設定です．よく，移動して分数罫線との空きを調節するマクロを見かけますが，そうし
た分数を，指数や下付に入れると，ここでも，ずれて文字が重なる場合があります．そう
したマクロの解説で「くずれの可能性」に対する記述がないのは，どうしたものでしょ
う？　数式を組む場合には，移動によるマクロは，できる限り避けるのが安全です．
Ò 根号の設定
根号は自動で多段化（18段）しました．sqrtで多段根号です．通常使用の範囲では十分
のはずで，垂直ルートにいかない仕様です．垂直ルートが必要になったら，vsqrtにして
ください．以前は大きさ固定の根号を使っていましたが，不要です．
J

a
b
c
d

+

O

a
b
b
a
b
d

のようなものは以前は垂直ルートになっていましたが，今はそこまでいきません．
なお，少し問題があります．TeXは文字位置の記述を tfmファイルで行っていますが，
上下位置は 1つのフォントでベースラインの下に 15段階，ベースラインの上に 15段階し
か位置情報をもてません．多段根号は 18段作ってしまったので，17段目と 18段目は正
しい位置情報を持たせていません．そのため，もし，最 17，18段目のルートを分数の分
子に入れると（こんな，上下に大きな式を分子に入れる人はいないと思うけど）分数罫線
と重なります．その場合は Takif38gf38g,Takif40gf40gとかをルートの中に入れて空
白をもたせてください．

Ó 積分記号
Z

¼
2

0
sinxdx= �¡ cosx„ ¼2

0
です．上下に乗せる小さい分数は sfracで出します．

Z

B

3
2

0
e¡xxdx= �¡e¡x „ B32

0

3.キャラクタコードで記号を呼び出したいとき
TceosyQTcharPDFg とすると ß になり，省略の 3 点リーダー記号をキャラクタ

6



コードで呼び出すことができます．キーボードの普通のキーにマップされている記号は
Tkigoucf1gという形でも呼び出せて，1が出ます．キーマップ表は最後の方にありま
す．
引数 1個の形のものが
Tkigouafg

Tkigoubfg

Tkigoucfg

Tkigoukfg

Tmaruaafg

Tmaraafg

Tmarubbfg

Tmaruccfg

Tmuparenfg

Tnmarfg

Tsikakuafg

Tsikakubfg

Tceoifg

Tceorfg

Tceosyfg

Tceoexfg

Tgirisyafg

Tsyugoronrifg

で周囲と同じ大きさの記号を呼び出します．
　引数 2個の形のものが
Tskakuafgfg

Tskakubfgfg

Tsyugofgfg

です．この 2番目の引数はフォントサイズです．引数２個のものを作ったのは，四角番号
は少し大きめにして使う可能性があるからです．
　名前からどのフォントかを見て判断してください．フォント名と少し違う形で呼び出す
ものがありますのでご注意ください．
　もちろん，普段使う記号はこうした形式でなく呼び出せるようにしてあります．それは
後に掲げたマクロ表を見てください．それにしても名前の決め方に統一がなかったです
ね．困ったもんだ（自分）．こんな呼び出し，そう使うわけでもないため覚えることもな
いでしょう．必要になったら，このファイルを見てください．

7



4.多段括弧
標準の括弧（は，最初は弧で，大きくなるに従って途中から合成括弧（上から，弧，縦
の線，弧の順で組み合わせる）になります．TeXの合成括弧はMathTypeなどの数式エ
ディタに比べ，大変できがよいので，そのままでも十分使えますが，それでも合成括弧で
ない弧の括弧がいいという人もいるので，多段括弧を作りました（muparen）．　多段括
弧は最初，上下位置を正しくとれなかったので，自動で大きくする機構（NextLager機
構）とは別の括弧にしていましたが，原因がわかりました．1つのフォントで上下位置の
認識は，ベースラインの上 15段，ベースラインの下 15段しかできないので，その制限を
こえたものは勝手に書き換わってしまうからです．それを考慮して，現在は NextLager
機構に組み込みました．ただし 15段制限があるので，muparenに合成括弧を取り入れ
るとそこで 3段削られ効率が悪いので合成括弧にいかないようにしてあります．合成括弧
が必要な人は
lparen,rparen,lbra,rbra，lbrac,rbrac
でやってください．使い方は
STleftTlbracTleftTlbraTleftTlparen式TrightTrparenTrightTrbra rightTrbracS
2

6

6

6

6

4

8

>

>

>

>

<

>

>

>

>

:

0

B

B

B

B

@

a
b
c
d
e
f

1

C

C

C

C

A

9

>

>

>

>

=

>

>

>

>

;

3

7

7

7

7

5

です．合成括弧にいかない場合は
STleftWTleftTfTleft( 式 Tright) TrightTg TrightTXSž\, a

b
c
d
e
f

Dt 
ただし，こうした大きな括弧や，大きなルートは，使わなくてもよいような原稿を書くの
が，プロです．中には「僕，アルバイトだもん」と思う人がいるかもしれませんが，どん
なときでも，何をやるにしても「そのときは，その道のプロを目指す」のが正しい姿勢で
す．

5.記号のマクロ・1
以下，数字の打ち方は ichi,ni,san,shi,go,roku,shichi,hachi,kyu,jyu

で，太字は最後に bをつけます．2桁は jyu，nijyu，sanjyu，yonjyu，gojyu，rokujyu，
nanajyu，hachijyu，kyujyuです．気分でつけたので統一感がないですね．
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横 2倍文字の大きさの Tkakkoichi から Tkakkokyu

ÑÒÓÔÕÖ×ØÙ
Tkakkoichib から Tkakkokyub

!"#$%&'()
Tkadaiichi から Tkadaikyu

�‚ƒ„…†‡ˆ‰
Tkadaiichib から Tkadaikyub

‘’“”•–—˜™
kagiichiから kagikyu
¡¢£¤¥¦§¨©
kagiichibから kagikyub
±²³´µ¶·¸¹
dozero,doichiから dokyu
º»¼½¾¿ÀÁÂÃ
例題用の番号 reibanrei,reibanichiから reibannijyu
����˘˙�˚	˝˛ˇı��������
ローマ数字を括弧に入れたものです．早稲田大学理工学部の入試問題ではこれが使われる
年があります．
Ttokeiichiから Ttokeijyu

‘’“”•–—˜™š

Ttokeiichibから Ttokeijyub

�‚ƒ„…†‡ˆ‰Š

黒い丸数字で，受験雑誌「大学への数学」の入試特集のときの問題番号に使われます．
Tkuromaruichiから Tkuromarukyuです．
ABCDEFGHI

全角括弧数字 Tzenkakuichiから Tzenkakukyu

±²³´µ¶·¸¹

受験雑誌「大学への数学」で問題番号に使う Tfutosujizeroから Tfutosujijyu

0123456789.,

ただしこれは Tbaf0123456789.,gでも呼び出せます．
後はリクエストに応じて作ったものです．
Ttokeichiから Ttokejyu

abcdefghij

Ttokeichibから Ttokejyub

¡¢£¤¥¦§¨©ª
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Ttoaichiから Ttoajyu

QRSTUVWXYZ

Ttobichiから Ttobjyu

qrstuvwxyz

Ttocichiから Ttocjyu

ÁÂÃÄÅÆÇÈÉÊ

Ttodichiから Ttodjyu

áâãäåæçèéê

Ttoeichiから Ttoejyu

ñòóôõö÷øùú

横 2倍文字の大きさの括弧アから括弧ンです．Tkakkoaから Tkakkon，ただしニだけ
は Tkakkonniにしてください．
1234567890

!"#$%�‚ƒ„…

†‡ˆ‰Š‹Œ���

�‘’“”•–—

˜™š›œ��Ÿ

全角括弧アから全角括弧ンです．Tzenkakkoaなどとします．
jklmnopqrstuvwxyzABC

DEFGHI ¡¢£¤¥¦§¨©ª«¬−®¯°±²³

数式に入れる仕様の丸つき数字です．STmaruichiS から Tmarunijyu で，これは数
式仕様ですから，ドルマークで囲みます．
1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ! " # $ % & ' ( ) *

数式に入れる仕様の丸つきアルファベットです．TmaruAから TmaruZで，これもドル
マークで囲みます．
A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

数式に入れる仕様の丸つきアルファベットです．Tmaruaから Tmaruzで，これはドル
マークで囲みます．
a b c d e f g h i j k l m n o p q r s t u v w x y z

普通の文書の中で入れる丸つきで，これはドルマークで囲まなくても出ます．上とは名
前を変えています．
Tmruichiから Tmrunijyu

123456789:!"#$%&'()*
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普通の文書の中で入れる丸つきで，これはドルマークで囲む必要はありません．
TmruAから TmruZ

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

普通の文書の中で入れる丸つきで，これはドルマークで囲む必要はありません．
Tmruaから Tmruz

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz

大きな括弧です．NextLager 機構にも組み込んでありますが，1 つずつ呼び出せます．
ドルマークで囲みます．
1倍サイズのものは普通に ( )で出ます．
Tmulpaから Tmulpq

! " # $ % & ' ( ) * + , - . / 0 1
Tmurpaから Tmurpq

9 : ; < = > ? @ A B C D E F G H I
1倍サイズの中括弧は Tfですが大きいサイズの多段中括弧を作りました．Tmulbaから
Tmulbq

Q R S T U V W X Y Z [ \ ] ^ _ ` a
Tmurbaから Tmurbq

i j k l m n o p q r s t u v w x y
Tmulbcaから Tmulbcq
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� ‚ ƒ „ … † ‡ ˆ ‰ Š ‹ Œ � � � � ‘
Tmurbcaから Tmurbcq

� ‚ ƒ „ … † ‡ ˆ ‰ Š ‹ Œ � � � � ‘
センター試験の長い丸数字 Tnagamarurei，Tnagamaruichiから Tnagamarukyu

:123456789

太字 Tnagamarureib，Tnagamaruichibから Tnagamarukyub

*!”#$%&’()

選択肢で使われる TnagamaruAから TnagamaruZ

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXWZ

選択肢の答えのときに使う太字 TnagamaruAbから TnagamaruZb

abcdefghijklmnopqrstuvwxwz

項目などで使う四角数字 Tshikakuichiとかです．
!"#$%&'()*123456789:

ABCDEFGHIJQRSTUVWXYZ

abcdefghijqrstuvwxyz

�‚ƒ„…†‡ˆ‰Š‘’“”•–—˜™š

¡¢£¤¥¦§¨©ª±²³´µ¶·¸¹

項目などで使う四角数字 shikakuichib などで，120 まであります．Tshikakuichib

とかです．
!"#$%&'()*123456789:

ABCDEFGHIJQRSTUVWXYZ

abcdefghijqrstuvwxyz

�‚ƒ„…†‡ˆ‰Š
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6.記号のマクロ・2
このスタイルを使う場合，このスタイルにしかない記号があります．ですから，他のス

タイルと切り替えてシームレスに使いたいのであれば，他のスタイルと共通なものだけに
限定して使うように，その点をよくお考えになってください．
このスタイル独特のものは以下になります．
boldmathの省略形

STbdfgS

が用意してあります．
ベクトル~a;¡!ABが

STvecfgS

STVecfgS

弧 ABという ×ABを作るコマンドが
STkoafgS

です．
Vecとすると，文字が立体になります．
¡!
ABです．ところが，¡¡¡¡!PnPn+1 というのもあるんですね．Avec，Bvecで対応します．

$TAvecffTtext PgefngfTtext Pgefn+1gg$

$TBvecfPefTit ng PefTit n+1gg$

Tvspacef2mmg

空欄補充用の枠
TBafア g
TBafア g
TBbfア g
TBcfア g
TBdf3.3zwgfアイ g
TBef3.3zwgfアイ g

ア ア ア ア アイ アイ
Ba，Bb，Bcは 1.5zw（全角 1.5文字幅），2.2文字幅，3.3文字幅で，Bdと Beは幅を
指定することによる可変サイズです．Bdは太字，Beは細字になります．

弧の大きさ
弧の大きさは koa,kob,kocの 3種類です．これ以上大きくする必要は経験上ありませ
ん．長くなる場合には言葉で，弧 Pn+1Pn+2 のほうがよいでしょう．
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組み合わせの数で，
STcomb fgfgSが nCk

STperm fgfgSが nPk

STppi fgfgSが n¦k

分数は最初 displaystyleをつけなくても displaystyleになるようにしていましたがま
ずいことがわかって，標準に戻しました．鉛の活字を手で組んでいた活版の時代では，分
数は，行中央に鉛の板を挟み，ずらして活字の間に詰め物をしながらやるため大変な手間
がかかり，組がくずれやすいものでした．「先生，分数ばっかり入れるなよ．小さくして
a

b
と一行に入れたら簡単だからそれでいいか？」としたものです．TeXはこの小さいも
のが標準，大きいものは dfracとかします（amsmathの場合）
分数に日本語を入れるときには，問題があります．通常は dfracでやってください．
ア
イ
ただし，上付，下付にしたいときは，dfracでは大きいです．その場合には fracでやると
コンパイル中に止まります．現時点では会心の回避策がありません．「上付，下付で，日
本語を入れるとき」には sfracでやってください．これは dfracを 70％縮小したもので
す．

n
P

k=0
，prod，intは displaystyleが標準です．

modは STmodSで立体になるようにしてあります．標準の modの記号の決め方はな
んかなあß．括弧をくっつけた形の kmodも用意しました．これが標準でめざしている
形でしょうがß
Åa Tequiv b Tkmod fpg Å で a ´ b (mod p)となります．
　通常の引き出し線の３点リーダーはピリオドをまばらにして上にシフトした形です．こ
れは cdotsですが，今はこのコマンドで全角（日本語 1文字幅）に３点リーダーが出るよ
うにしてあります．またその位置取りで 1点のものがmdotです．さらに udotsでベー
スライン上に並んだ３点リーダーになります．30年前，原稿を書き始めた頃，「リーダー
の点の数を 2つにしてくれ（場所の関係でそれしか入らなかった）」と言ったら職人の親
父に「そんなことできねえんだ，リーダーは３つでひとかたまりだ」と鼻で笑われました．
ならば作ればいい．作ってみました．

ドルマーク Sで囲まなくてよいリーダーと省略の点
Tsdots Ý Tsdot Þ Tndots ß

ドルマーク Sで囲むリーダーと省略の点・cdotsは標準
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Tmdots Ý Tmdot Þ Tudots ß

Tcdots Ý

覚えられないね．まあ，使う人もそんなにいないからß自己満足!F
なお，これは積の cdot(つまり ¢)とは大きさが違います．
ドルマーク Sで囲まなくてよい記号・すべてこのスタイル独特
Tkai A Tkaia B Tkaib C
Tkaic D Tkaid x Tkaie E
Tbekkai F Tbekkaia G Tbekkaib H
Treidaid K Treidaia I Treidaib J
Treidaic L Tmondaia O Tensyu P
Tkangaekata N Tkangaekataa M Tsetumei p
Tsankou Q Tsankoua R Thinsyutu W
Tkihon U Thyoujyun T Tyayanan S
Tnan V Tkoushiki g Tkoushikia h
Tchu Y Tchua X Tchub Z
Tchuc [ Tchud \ Tkaisetu q
TsuA a TsuB b TsuC c
TsuI d TsuII e TsuIII f
Ttemarku i Ttemarkua j Tenpitu k
Tentar n Tritan o Ttabu m
Tasta * Tastab :
Tkagil É Tkagir Ê Tkurosankakua r
Tkurosankakub s Tkurosankakuc t Tkurosankakud u
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以下ドルマークで囲む記号
図形・英語名のものは標準の記号
Tkakukal É Tkakukar Ê

Tsikaku Æ Tsankaku Ç Tseihoukei È

Tmaru É Tdaikei Ê Theikoushihenkei Ë

Tchouhoukei Ó Tsoji Í Tgyakusoji Ð

Theikou Í Tparallel Í Tneheikou Î

Tneparallel Î Tnotparallel Î Ttriangle 4

Theikoua Ï Tneheikoua Ð Tperp ?

Tkaku Î Tangle Î
逆相似なんて，なんのためにあるんだって？　こんな風に書いたらあかんよという説明の
ためで，原稿を書くとき，私には必要な記号です．
矢印類・日本語名のものはすべてこのスタイル独特のもの
koyaaでは覚えられないという人がいました．逆に私は nearrowなんて覚えられない．
ノースイーストなんて，どこ指しているのかわからない．だから私の意図としては，とり
あえず koyaaとかタイプしておいて，b,c,dと変えて意図するものを探せばいいと思
うのです．TeXでは一発で決まるわけではないんだから．yaa,yab,yac,yadも同じ
です．覚えたい人もいるようなので，yamigiue,yahidarisita,yaouzou（凹で増加）
など，覚えやすいものも追加しました．
Tyamigiue % Tyamigisita & Tyahidariue -

Tyahidarisita . Tyaouzou Å Tyaougen Æ

Tyatotuzou È Tyatotugen Ç

Tkoyaa Å Tkoyab Æ Tkoyac Ç

Tkoyad È

Tnearrow % Tsearrow & Tnwarrow -

Tswarrow .

Tyaa % Tyab & Tyac -

Tyad . Tya ! Tto !

TLeftrightarrow , TLeftarrow ( TRightarrow )

Tleftrightarrow $ Tleftarrow Ã Trightarrow !

Tleftharpoonup ( Tleftharpoondown ) Trightharpoonup *

Trightharpoondown + Tnaraba Ò

Tdoti Ñ Tnarabaa Ò Tnarabab Ó

16



ギリシャ文字・標準で記号を持ちながらマクロがないものも登録しました
Talpha ® Tbeta ¯ Tgamma °

Tdelta ± Tepsilon ² Tzeta ³

Ttheta µ Tiota ¶ Tkappa ·

Tlambda ¸ Tmu ¹ Tnu º

Txi » Tpi ¼ Trho ½

Tsigma ¾ Ttau ¿ Tupsilon À

Tphi Á Tchi Â Tpsi Ã

Tomega ! Tvarepsilon " Tvartheta #

Tvarpi $ Tvarrho % Tvarsigma &

Tvarphi ' TGamma ¡ TvarGamma ¡

TDelta ¢ TvarDelta ¢ Tvardelta Å

Tdoru Å Tkane Æ Tbaku Ç

TTheta £ TvarTheta £ TLambda ¤

TvarLambda ¤ TXi ¥ TPi ¦

TSigma § TUpsilon ¨ TPhi ©

TvarPhi © TPsi ª TvarPsi ª

TOmega − TvarOmega − Taleph @
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不等号類・yaku,godo名のものはこのスタイル独特のもの
Tneq Ë Tneequal Ë Tyaku Ì

Tleq · Tgeq ¸

Tll · Tgg ¸

Tgodo ´ Tequiv ´

Tnegodo Ï Tneequiv Ï Tnotequiv Ï

Tneeqb Ø Tnegodob Ù

論理・集合類・yoso名のものはこのスタイル独特のもの
Twedge ^ Tvee _

Tforall 8 Texists 9

Tcap \ Tcup [ Tsupset ¾

Tsubset ½ Tsupseteq ¶ Tsubseteq µ

Tin 2 Tni 3 Tnein Ö

Tneni × Tyosoa 2 Tyosob 3

Tneyosoa Ö Tneyosob × Temptyset ;

使いそうな記号
Ttimes £ Tdiv ¥ Tcdot ¢

Tpropto / Tell ` Tpartial @

Tinfty 1 Tprime 0

Tyueni Ú Tnazenara Û

Tmp ¨ Tpm § Tddo Ü
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あまり使わないその他記号・intopa～cはこのスタイル独特のもの
Timath { Tjmath |

Twp } TRe < TIm =

Tnabla r Tsurd
p

Thebia Ô Thebib Õ Tneg :

Tflat [ Tnatural \ Tsharp ]

Tclubsuit | Tdiamondsuit } Theartsuit ~

Tspadesuit Ä

Tcoprod
`

Tbigvee
W

Tbigwedge
V

Tbiguplus
U

Tbigcap
T

Tbigcup
S

Tintop
Z

Tintopa
Ú

Tintopb
Û

Tintopc
Ü

Tprodop
Y

Tsumop
P

Tbigotimes
N

Tbigoplus
L

Tbigodot
J

Tointop
H

Tbigsqcup
F

Tsmallint s

Ttriangleleft / Ttriangleright . Tbigtriangleup 4

Tbigtriangledown 5 Tdagger y Tddagger z

Tsqcap u Tsqcup t Twr o

Tuplus ] Tamalg q Tdiamond ¦

Todot ¯ Toslash ® Totimes −

Tominus ª Toplus © Tbullet ²

Tcirc ± Tbigcirc °

Tsetminus n Tast ¤ Tstar ?

Tsqsubseteq v Tsqsupseteq w Tmid j

Tdashv a Tvdash ` Tsucc Â

Tprec Á Tapprox ¼ Tsucceq º

Tpreceq ± Ttop > Tbot ?

Tnot 6 Tmapstochar 7 Tsim »

Tsimeq ' Tasymp ³

Tsmile ^ Tfrown _
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使いそうもない顔文字の記号
Tegaoa 1 Tegaob 2 Tegaoc 3

Tase E Tasea 4 Taseb 5

Tnakia 6 Tnakib 7 Tnakic 8

Tnakid 9 Tbaki F

Tbikkuri L Tpoka aJeJbOUaddcbK

日常化している原稿の遅れでよく使うのが Thiraayamari A（誰も使わないって
F）
また，kigoucには顔文字だけでなく，その他特殊記号を普通のキーにマップしてありま
す．addcbは Tkigoucfaddcbgで出ます．顔文字じゃん．
解説用のコマンド表示記号 下段は標準のコマンド
Tdd S Tyy T Taa r Tkk q TKl W TKr X

T$ $ Tr & Tf f Tg g
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集合，論理で出てくる記号です．「なんじゃこりゃ，こんなもの使うのか？」と思われる
でしょう．子供の落書きのような原稿を書く私には必要な記号で，

p =F+G+H とか，必要性十分性の考察で PpQ と書いたり，確率で「流れ

を読む（拙著「ハッとめざめる確率」参照）」ときに 3人ò3人とするのです．キーに
マップされていない記号は syugoronri.dviでコードを調べて指定してください．誰も使
わんってF

と思っていたら，使うから名前をつけてくれと言われてしまいました．
syugoronri集合・論理

Tmarubatu p Tbatumaru q Tbatubatu r Tmarumaru s

Tvenzua A venzua A venzub B venzuc C venzue E
Tvenzuf F Tvenzug G Tvenzuh H Tvenzui I Tvenzuj J
Tvenzuk K Tvenzul L Tvenzum M Tvenzun N Tvenzuo O
Tvenzup P Tvenzuq U Tvenzur a Tvenzus b Tvenzut c
Tvenzuv e Tvenzuw f Tvenzux g Tvenzuy h Tvenzuz i
Tvenza j Tvenzb l Tvenzc m Tvenzd n Tvenze o
Tvenzf R Tvenzg S Tvenzh T Tvenzj V Tvenzk W
Tvenzl X Tvenzm Y Tvenzn Z
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keymap kigouc顔文字
s-はシフトキーを表す
key 1 1 key 2 2 key 3 3 key 4 4 key 5 5

key 6 6 key 7 7 key 8 8 key 9 9 key 0

key a a key b b key c c key d d key e e

key f f key g g key h h key i i key j j

key k k key l l key m m key n n key o o

key p p key q q key r r key s s key t t

key u u key v v key w w key x x key y y

key z z

key s-1 ! key s-2 " key s-7 ' key s-8 ( key s-9 )

key s-a A key s-b B key s-c C key s-d D key s-e E

key s-f F key s-g G key s-h H key s-i I key s-j J

key s-k K key s-l L key s-m M

key s-p P key s-q Q key s-r R key s-s S key s-t T

key s-u U key s-v V key s-w W key s-x X key s-y Y

key s-z Z

key = = key - - key | |

key ` ` key @ @ key [ [ key + +

key ; ; key * * key : : key ] ]

key s-, < key , , key s-. > key . . key ? ?

22



7.式に番号をふる
enumurateなどの list系環境にしなくても自動連番するように設定してあります．も
ちろん，list系環境でも連番にできます．
丸付き番号1などを式に振り，参照できます．
タイプするコマンド
「S2x+3y=10TeqnumfE1g,ax+4y=-1Teqnumf ag,TeqnumfE2gSを連立させる．
TeqreffE1g，TeqreffE1gを直線と見れば，2直線が平行のときは交点をもたない」
とすると，組版の結果は次のようになります．
「2x+ 3y= 10 ÝÝ 1; ax+ 4y = 0;
ax+ 4y= ¡1 ÝÝ 2を連立させる．
この??,??を直線と見れば，2直線が平行のときは交点をもたない」
自動で丸つき数字番号1;2をふり，そこに参照するための識別子を書いておいて，eqref
で参照します．この中括弧の中はなんでもよく，Teqreffほげ gでもよい．本当に，日本
語の「ほげ」でかまいません．
なお，eqnumをつけても後で参照しない場合にはその式番号は振られないように変更し
ました．奥村先生の掲示板で北見氏が出されたアイデアを取り入れました．マクロの変更
は村本氏が行いました．
問題が変わって式の番号を最初からリセットしたい場合は，
Tsetcounterfbangogf0g

とします．0をそれ以外の正の整数にすると，その次から番号が始まります．
この仕様で式に振ることができるのは
丸付き数字：Teqnumf g,その参照は Teqreff g,カウンターは bango
丸付き英字 Aなど：TeqnumAf g,その参照は TeqrefAf g,カウンターは bangoA
丸付き英字 aなど：Teqnumaf g,その参照は Teqrefaf g,カウンターは bangoa
です．丸付き数字は 20番までしか連番には組み込んでいません．経験的に 15番を越える
ことはないからです．それ以上式に番号が必要になる場合，書き方が悪いか，大学受験に
不似合いな問題です．そんなに式番号が多い解答は生徒が嫌になるのでやめましょう．
ただし，参照することができるためには TeXで 3回処理する必要があり，1回目ではク
エスチョンマークになり，3回目で参照が反映されます．統合的なソフトでは自動で数回
処理するものもあります．

8.問題に番号をふる
自動で連番を振っていくだけであまり参照しないものが
太い問題用の番号：TMondai,そのカウンターはmondaibango
小問の括弧つき細字番号：TShomon，カウンターは shomonbango
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小問の括弧つき太字番号：：TShomonb，カウンターは shomonbbango
場合分け用の括弧つきカタカナ：TKatakana，カウンターは katakanabango
四角数字：TShikaku,そのカウンターは shibango
黒い四角数字：TShikakub,そのカウンターは shibbango
黒い丸数字：TKuro,そのカウンターは kurobango
時計数字（全角小文字ローマ数字）：TTokeiko,そのカウンターは tokeikobango
時計数字（全角大文字ローマ数字）：TTokeidai,そのカウンターは tokeidaibango
角括弧数字：TKakukakko,そのカウンターは kakubango
角括弧太数字：TKakukakkob,そのカウンターは kakubbango
現時点では，この仕様は私が受験雑誌「大学への数学」の原稿を書くことを第一の目標と
していますので，それに合わせています．
太い問題用の番号と小問の括弧つき細字番号は特別な関係にあり，問題番号の次に小問が
くるので，これは親子関係になっています．したがって
TMondai ああ TT

TShomon あ TT

TShomon あ TT

TMondai ああ TT

TShomon あ TT

TShomon あ TT

TShomon あ TT

とタイプした場合，小問のカウンターは自動でリセットされ，
1.ああ
Ñ あ
Ò あ
2.ああ
Ñ あ
Ò あ
Ó あ
となります．太い問題用の番号と小問の括弧つき太字番号も同様です．ただし，Mondai
を使わず単独で Shomonを使うこともできます．なお，現在ではMondaiは 20番まで，
小問もKまでなど，限りがありますから注意してください．必要なら適宜増やしてく
ださい．ああ，増やせないものもあるか．．．
TMondai ああ TT

TShomon あ TT

TShomon あ TT
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TMondai ああ TT

TShomonb あ TT

TShomonb あ TT

TShomonb あ TT

TMondai ああ TT

TKatakana あ TT

TKatakana あ TT

TShikaku あ TT

TShikakub あ TT

TKuro あ TT

TTokeiko あ TT

TTokeidai あ TT

TKakukakko あ TT

TKakukakkob あ TT

とタイプすると組版は
3.ああ
Ñ あ
Ò あ
4.ああ
! あ
" あ
# あ
5.ああ
1 あ
2 あ
! あ
! あ
A あ
Q あ
ñ あ
¡ あ
± あ
になります．
ここでは式番号と違って参照する頻度は少ないでしょうが，そうしたいこともあるでしょ
う．問題番号，小問番号を参照する場合は次のようにします．
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TMondaiWTlabelfhou1gX

と labelをつけて，それを Treffhou1gするのです．問題は6.で，その参照は6にな
ります．

問題文のような字下げが必要なものは enumerate環境を手直しして使う必要がありま
す．そうでなく，解答編やだらだらと項目を書いていく場合には，enumerate環境は不
向きです．そこで，とりあえず上のようにしました．

9.簡易見出し
section見出しの仕様を変えるのが，不勉強のためよくわかりません．なかなかそこま
で手が回らないのです．右寄せに変更しようとしても，hfillが効かないし，全体が複雑
で，私のような低学力の者にはマクロは難しいです．そこで
sectionlf g（左寄せ）,sectionrf g（右寄せ）
をつくりました．行間変更はしてありませんが，変更は容易でしょう．ピリオドを取りた
ければ ceo.styをあけて secNoの後の.を Tquadに変えてください．他の変更もご自由
に．

10.ベクトル行列スタイル

標準状態で，arrayでベクトルを作ると&x
y
> と括弧が大きめになります．その理由は，

ベクトル本体部分に，上下に大きめな余裕をもたせそこに分数などが入ってきてもよいよ
うにしているのです．はっきり言ってよけいな仕様です．なぜなら，このようにしていて
も，成分が上下に大きいとくっついてしまうからです．いいかげんに大きめに無駄な隙間
をつけ，くっつくときにはユーザーに調整を任せるのなら，最初から何もしないでおいて
調整を任せればいい．
この問題を解決する要素は 2つあります．行間を必要以上に大きく，上下に余裕をもた

せているのは arraystretch という要素です．これを 0にするだけで$xy<とコンパクトに
なります．
さらに，本体部分を小さく偽装することによって括弧を小さくするという手法も考えら

れます．Ttvecu5,1w[a,b]とすると，$a
b
<になります．u5,1wにおいて 5の部分

はベクトル本体を小さめにして，括弧を小さくする数字です．上下 5ポイントずつベクト
ル本体を小さめに偽装しています．本体そのものが小さくなるわけではありません．後の
1は上下の成分の距離を広げ，上下に余裕をもたせている因子（arraystretch）が元のま
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まというものです．
Ttvec[a,b] だと，偽装なし，arraystretch=0 の #a

b
; です．Ttvecu0,0w[a,b]

と同じです．
以下いろいろ例を挙げました．ご自分で好みのものを探してください．標準状態を変え
たかったら，gyoretuvec.styの ifnextcharにある 0,0を変えてください．
なお，同様の形式で，TDetで 2行 2列の行列式，TDETで 3行 3列の行列式になりま
す．

$Ttvec<0,1>[Tdfracfagfbg,Tdfracfagfbg]$

$TTvec<0,1>[Tdfracfagfbg,Tdfracfagfbg,Tdfracfagfbg]$

$TTvec[a,b,c]$

$TTvec<0,1>[a,b,c]$

$Tmat<0,1>[Tdfracfagfbg,Tdfracfagfbg,Tdfracfagfbg,Tdfracfagfbg]$

$Tmat[a,b,c,d]$

$TMat[Tdfracfagfbg,Tdfracfagfbg,Tdfracfagfbg]%

[Tdfracfagfbg,Tdfracfagfbg,Tdfracfagfbg]%

[Tdfracfagfbg,Tdfracfagfbg,Tdfracfagfbg]$

$TDet<0,1>[a,b,c,d]$

$TDET[a,b,c][d,e,f][g,h,i]$

' aba
b

? * abab
a
b

B %ab
c
= )ab
c

A ' ab a
b

a
b
a
b

? $a b
c d

< * ab a
b
a
b

a
b
a
b
a
b

a
b
a
b
a
b

B ¯¯¯¯
¯

a b

c d

¯

¯

¯

¯

¯

¯

¯

¯

¯

¯

¯

¯

¯

a b c

d e f

g h i

¯

¯

¯

¯

¯

¯

¯

¯

11.場合分け関数
場合分け関数を作りました．2つと 3つだけです．他のサイズもほしければご自分でど
うぞ．

$f(x)=Tbaai[x,(x<0)][xˆ2,(xTgeq 0)]$

$f(x)=TBaai[x,(x<0)][0,(x=0)][xˆ2+1,(x>0)]$

$f(x)=TBaai<1,0>[x,(x<0)][1,(x=0)][xˆ2,(x>0)]$

f(x) = Ux (x < 0)

x2 (x ¸ 0)
f(x) = Xx (x < 0)

0 (x= 0)

x2 + 1 (x > 0)

f(x) = Vx (x < 0)
1 (x= 0)
x2 (x > 0)

2つの場合を併記（heiki）する関数を作りました．左端揃えですから，併記した式の長さ
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が違うときには左端が揃います．

$Theikifaefn+1g-Talpha aen=Tbeta (aen-Talpha aefn-1g)g

faefn+1g-Tbeta aen=Talpha (aen-Tbeta aefn-1g)g$Uan+1 ¡ ®an = ¯(an ¡ ®an¡1)
an+1 ¡ ¯an = ®(an ¡ ¯an¡1)

この場合のベクトル・行列の括弧は普通の括弧を想定しています．カギ括弧などの形を使
いたい人はご自分で設定してください．私はそうした行列は使わないので．

12.増減表のつくりかた
増減表は普通は arrayを用いて& で区切って書いていきます．しかし，表が長くなる
と自分が今どこの欄に書いているのか（私は）わからなくなります．そこで，通常使用の
範囲内，2～4行 1～10列（確率分布だけは 11列）の範囲内で，キーで設定する増減表を
作りました．
入力欄は以下のようになっています．

hensu ranaa ranab ranac ranad ranae ranaf ranag ranah ranai ranaj

kansub ranba ranbb ranbc ranbd ranbe ranbf ranbg ranbh ranbi ranbj

kansuc ranca rancb rancc rancd rance rancf rancg ranch ranci rancj

kansud randa randb randc randd rande randf randg randh randi randj

デフォルトのキー状態は次のようになっています．kansuc=f(x),kansud=f(x)で同
じなのは使用頻度の理由からです．2階の導関数はそれほどでてきません．

x Ý Ý Ý Ý Ý Ý Ý Ý Ý Ý

f0(x)

f(x)

f(x)

次のようにタイプします．最初に RESETKEYA～RESETKEYDでキーをリセットし
ます．
RESETKEYAは普通の増減表のための初期設定です．一番多いのはこのタイプです．

TRESETKEYA

Tsetkeysfzogengf%

hensu=x,

ranaa=-Tsqrtfag,ranac=Tdfracf1gf2g,ranae=1,
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ranbb=-,ranbc=0,ranbd=+,

rancb=Tsearrow,rancd=Tnearrowg

Tzogen(3,5)

x ¡
B

a Ý
1
2

Ý 1

f0(x) ¡ 0 +

f(x) & %

凹凸が入ってきたら kansucを f''(x)に変えてください．あらかじめ f''(x)にしたもの
を RESETKEYEにしてあります．

TRESETKEYA

Tsetkeysfzogengfkansuc=f’’(x)g

Tzogen(4,7)

x Ý Ý Ý Ý Ý Ý Ý

f0(x)

f00(x)

f(x)

RESETKEYBだとパラメータ表示です．

t Ý Ý Ý Ý Ý Ý Ý Ý Ý Ý

dx
dt
dy
dt#x
y
;

RESETKEYCだと確率分布表です．

X 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

確率 1
36

2
36

3
36

4
36

5
36

6
36

5
36

4
36

3
36

2
36

1
36

RESETKEYDは置換積分です．この場合だけ左上は hensuaにしてください．
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初期状態は

x 0 ! 1

µ 0 !
¼
2

で，x = sinµという置換を想定しています．文部科学省は置換積分とは x = sinµ;ax+
b = tの程度のものを想定しており，これ以上の置換積分は本当は範囲外です．私の学ん
だ頃の某参考書には，入試に出もしない置換積分がわんさか載っておりました．信じて勉
強した自分が馬鹿みたいです．

TRESETKEYD

Tsetkeysfzogengf%

hensua=u,

ranaa=-1,ranac=Tdfracf1gf2g,ranbc=Tpig

Tchikan

u ¡1 !
1
2

µ 0 ! ¼

なお，上では各欄の上下サイズを線との間隔を 2ポイントにしています．ここを変更した
い人はご自由になさってください．雑誌の原稿を書く場合は表の縦サイズは小さいほどい
いのでこうしてありますが，塾の教材などで余裕がある場合には縦幅を変えてください．
それには gyoretuvec.styをあけ，

TdefTTatehabaAkifThboxfTvrule width0pt height17pt depth7ptggTT

のように定義して，これを表の各行の最後（TTの前）に入れます．
なお，もう，いろいろ盛りだくさんで覚えきれない，記憶が曖昧になったという人は，
べつにこれらコマンドを使わなくてもいいんですよ．毎度自分でお作りになれば．使うだ
ろうから準備しておいた（自分のために）だけのことですから
同じものに名前をいくつか付けました．
tikanは chikanと同じ
RESETZOGENは RESETKEYEAと同じ
RESETOHTOTUは RESETKEYEと同じ
RESETOUTOTUは RESETKEYEと同じ
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RESETPARAは RESETKEYEBと同じ
RESETBUNPUは RESETKEYECと同じ
RESETKAKURITUBUNPUは RESETKEYECと同じ
RESETTIKANは RESETKEYEDと同じ
RESETCHIKANは RESETKEYEDと同じ

13.括弧と絶対値などの微調整
以下とても短いコマンドが出てきます．こうした短いコマンドは TeXではアクセント
記号などに使われている場合がありますが，大学入試数学ではアクセント記号は使いませ
ん．入力の手間（長さ）と便利さを考えて，こうしたアクセント記号には，場合によって
は死んでもらうことなります（ただし極力さけてはいますがチェックしきれていない可能
性があります）．それが気に入らない人は，以下で述べるコマンドを消すか，名前を付け
替えてください．
ここでは括弧と絶対値の，左右の記号で中の式を挟んでいるものを括弧類と呼ぶことに
します．括弧類は中の式が大きくなるに従って外の記号も大きくなるのが原則です．例外
は積分の際のカギ括弧ですがこれは後述します．
なお，括弧類は中から小括弧，中括弧，大括弧と，外に行くに従って大きくせよと当然の
ように言う人がいますが，数学にはそんな決まりはどこにもありません．だいたい，小，
中，大という訳語がいけない．パーレン，ブレース，ブラケットのどこにも大小という言
葉は入っていません．研究社の英和辞典はパーレンに丸括弧，ブラケットにカギ括弧とい
う訳語を与えています．整数比で表せない数を無理数というダジャレに見られるように非
教育的な訳語が多すぎます．内積（dot product，直訳は点で表された積）は正射影に関
わるから影積，外積（cross product）は垂線に関わるから垂積と訳せば名訳と言われた
だろうに，これも内外というダジャレ系です．誰か，こういうアホ訳をまとめてした張本
人がいるんでしょうか．昔の数学者が理解不十分のまま訳しているからいけません．括弧
に話を戻せば，海外の数学書を見てみれば，すべて（ ）で書く人もいて，いろいろです．
カギ括弧は高校数学では整数部分を表すガウスの記号や，定積分後の代入のときに使うな
ど，特別な意味を持ちますので，私は通常の式ではカギ括弧は使いません．
Ñ 括弧類の標準と応用
括弧類の標準はTleft(,TleftTf,left[,leftjと，Tright),TrightTf,right[,rightj

で中の式を囲みます．左右の一方だけを使うときは Tleft(式 Tright.と対応する括弧類
のかわりにピリオドにします．
ささいなことを気にしなければ，この標準で全く問題がありません．ここに 2乗をつける
と，指数の位置が，組版機の式に比べて高い位置にきます．これが，組版機の指数を見慣
れたものにはずいぶんと気になります．TeXは標準ではこれらをコントロールするパラ
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メータをもっていません（たぶん）．これを下げるにはいくつかの方法がありますが，式
の右に式より高さがやや低く幅が 0の支柱を立て，そこに指数がくっつくようにするので
す．その仕様が
Tp（普通の括弧）,TB（中括弧）,TG（カギ括弧）Tabs（絶対値）です．
中の式が横に長くなったとき，式を切らなければなりません．そのときには一方だけ使う
ことになりますが，その場合は
左側が Tlp（普通の括弧）,TlB（中括弧）,TlG（カギ括弧）Tlabs（絶対値）です．
右側が Trp（普通の括弧）,TrB（中括弧）,TrG（カギ括弧）Trabs（絶対値）です．
その場合，上下に大きな式が他方につき，分割された一方には大きな式がない，でも括弧
類は大きくしたいというときがあります．この場合は ux,ywでサイズを指定します．
xはベースラインから上の部分の大きさ，yはベースラインから下のサイズで，数値だけ
入れます．ptは不要です．

$TGfTBfTpf-1gˆ2-2gˆ2-3gˆ2$

あほ例です．� Q (¡1)2 ¡ 2i2 ¡ 3—2 なんてくだらない
$TrpfTabsf-2gˆ2-3gˆ2$TT

$TrB<10,7>f+TabsfTabsf-1gˆ2-2gˆ2-3gˆ2$TT

¡2 2 ¡ 392
+ ¡1 2 ¡ 2

2
¡ 3l2

たとえば，長い式がある場合，どうしても式を途中で切って折り返さないといけませ
ん．そのとき，括弧類で囲んでいると，最初は左括弧（本当は開き括弧というようです）
だけ，改行して，式だけ，式と右括弧（本当は閉じ括弧というようです）だけ，というよ
うな感じで式ができます．左括弧に続く式と右括弧の前の式が上下に同じサイズなら問題
はありません．同じ大きさの左括弧と右括弧が選ばれるでしょう．ところが，このサイズ
が違ったとき，違う大きさの括弧が選ばれることになります．それは困りますね．その場
合には前の式の大きさを掃き出し，それを後の式の大きさに反映させるということをやっ
ています．たとえば

$TlpfTdfracfTdfracfagfbggfTdfracfcgfdggg$TT

T $Trpf+Tdfracfagfbgg$' a
b
c
d
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+
a
b ?

ただし，前の式が小さく後の式が大きいときには対応しておりません．その場合には
u,wで大きさを指定するか，以下の方法によってください．
【前の式が上下に大きく後の式が上下に小さく分割されたとき】

$TlpfTdfracfTdfracfagfbggfTdfracfcgfdggg$TT

$Trpf+Tdfracfegffgg$' a
b
c
d

+
e
f ?

自動で括弧の大きさが対応します．
【前の式が上下に小さく後の式が上下に大きく分割されたとき】# ab

+

a
b
c
d

?
そのままでは括弧の大きさが対応しません．後の情報を前に戻すのはプログラムが難し
いからです．努力してプログラムしても，無限ループに落ち，努力が無に帰す可能性もあ
るので試みていません．その場合には上にあげた方法で前の方だけ大きさを数値指定する
か（大きさが同じか前が大きめになれば，後の方は自動で反映されますから後を指定する
必要はありません），次のように，前にダミーの大きさだけ戻すModosif後の式の大きな
部分 gを入れます．

$TlpfTdfracfagfbgTModosifTdfracfTdfracfagfbggfTdfracfcgfdgggg$TT

$Trpf+TdfracfTdfracfagfbggfTdfracfcgfdggg$' ab
+

a
b
c
d

?
なお，前の式 (lp内)の高さを Tuma，深さを Tsika で保持してマクロから外に吐き
出し，後の式 (rp内)に反映させています．(lB内)の高さは Tumaa，深さは Tsikaa，
(lG内)の高さは Tumab，深さは Tsikabです．これらが有効なのは lから rの間です．

33



ということはこれらが何個も連なる lp,lp,rp,rpのような同種のものを入れ子にする
構造のときは内側がキャンセルされてしまいます．その場合は内側のものは u,wで大
きさを指定してください．なんとまあ，凝りすぎですか？馬鹿でしょう．どう見ても偏
執狂的オタクのプログラムなので，吐き出すパラメータが umaと sikaなんですね．あ，
これは大きな式が 2行以上に分かれるときの話ですよ．1行なら Tp,TB,TGですから
ね．え，もう，複雑でわから～～ん覚えられ～んっていうじゃな～いい．そういう人は，
自分で left rightで作ればいいのです．あんたの好きにしやぁ～～っていっとるぎゃぁ
～．さらにさらに（まだあるんか aJeJbOUaddcbK 一度吐き出した uma,sikaを使っ
たら 0ポイントにして消すようにしていたのですが，入れ子にしたとき，マクロが展開さ
れて順序が変わるらしく，うまく反映されませんでした．そのため，使った後で 0ポイン
トに戻すことをしていません．ですから，左，右の対応で使っていればいいのですが，左
なし，右だけとかで使うと，ずっと前の uma,sikaが有効なので，それが反映されます．
その場合には一度 uma,sikaを 0ポイントにしてください．Tuma=0pt とかするだけ
です．
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Ò 積分について
定積分の標準のコマンドは

$Tintefagˆfbg$

$Tint Tsin x dx$

積分は中の式を囲んではいますが，中の式が大きいからといって，外の積分記号も大き
くなるわけではありません．ceo.styでは定積分は標準以外に Tdint,Ttintも用意して
あります．

$Tdintfagfbg Tsin x dx$
Z b

a
sinxdxとなります．この積分は，左右がペアになって囲んでいるわけではないの

で，式が横に長くなったときには適当に折り返せばよろしい．
積分後の代入は

$Ttintf-Tcos xgfagfbg$�¡ cosx„b
a

積分の代入の形式では，組版機においては，中の式の大きさによらず外のカギ括弧は大き
さを変えないのが普通です．ところが TeXの本ではこの大きさがコロコロ変わるものが
多く見られます．それはカギ括弧を left[,right],で選んでいるためです．積分の代入
では大きさを固定するほうが見栄えがよろしい．

$Tltintflong1g$TT

TH$Trtintflong2gfagfbg$TT

とタイプするわけです．�長い式
長い式の続き„b

a

となります．THは 3字下げの記号です．

Ó 式の上下に余白をつける
式が上下に長くなると式がくっついてしまう場合があります．そのときには TFf gで囲
むと式の上下に 2ポイントずつの余白がつきます．
以上で繰り返し用いているのは「式の大きさを測って上下に伸ばした支柱を立てる」と
いう手法です．これによって，行列も，増減表も，適度な空きが出るようになっているわ
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けです．

14.Verbatimと verb
入力のままにタイプされる環境 TVerbatim が入っています．先頭は大文字ですから

注意してください．通常の verbatimは太い文字になりますが，Verbatimは日本語は明
朝，英語は ceorで，文字は太くはなりません．しかし，デフォルトでは英語が ceorと
いう機能は切ってあります．復活するためには，ceo.sty をあけて Verbatim の一行目
verbatimfontを normalfontにする行のコメントをはずしてください．デフォルトでは
ceottというタイプライター書体が使われます．以前，文字のコードがずれていましたが
補正しできていると思います．
部分的に入力の仕方をしめすのは Tverb で，これは先頭は小文字です．使い方は

Tverb/式/ などとします．

15.overbraceと underbrace
overbraceの仲間です．< x;y >はサイズ指定で，これがないと自動で選ばれます．

left,rightで選ばれる縦に長い括弧を回転して使っているので，中央から左 x（実際は深
さ）と右 y（実際は高さ）を指定します．でも中央揃えです．x+ yが一定なら同じ大き
さの括弧が選ばれるはずですが，指定の仕方で微妙に違います．これは閾値の問題です．

$Toverbrace<12,12>f○TcdotsTcdots○gˆf2n個g$
$Toverbracef○TcdotsTcdots○gˆf2n個g$
$Toverbracket<12,12>f○TcdotsTcdots○gˆf2n個g$
$Toverbracketf○TcdotsTcdots○gˆf2n個g$
$Toverparen<12,12>f○TcdotsTcdots○gˆf2n個g$
$Toverparenf○TcdotsTcdots○gˆf2n個g$

2n 個V
○ÝÝ○

2n 個Y
○ÝÝ○

2n 個⁄

○ÝÝ○
2n 個Ł

○ÝÝ○
2n 個&

○ÝÝ○

2n 個)

○ÝÝ○

underbraceの仲間

$Tunderbrace<12,12>f○TcdotsTcdots○gef2n個g$
$Tunderbracef○TcdotsTcdots○gef2n個g$
$Tunderbracket<12,12>f○TcdotsTcdots○gef2n個g$
$Tunderbracketf○TcdotsTcdots○gef2n個g$
$Tunderparen<12,12>f○TcdotsTcdots○gef2n個g$
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$Tunderparenf○TcdotsTcdots○gef2n個g$

○ÝÝ○V
2n 個

○ÝÝ○Y
2n 個

○ÝÝ○⁄
2n 個

○ÝÝ○Ł
2n 個

○ÝÝ○&

2n 個

○ÝÝ○)

2n 個

以上は合成括弧ではなく，大きな括弧を選んでいるので，あまりにサイズが大きいと対
処できません．その場合は標準の合成括弧のものが uebrace，sitabraceで残してありま
すので，それでやってください．

$Tuebracef○TcdotsTcdots○gef10n個g$
$Tsitabracef○TcdotsTcdots○gef6n個g$
これはフニャ括弧だけです．

10n 個
z }| {

○ÝÝÝÝÝÝÝÝÝÝ○ ○ÝÝÝÝÝÝ○
| {z }

6n 個

なお overparenは ×ABという弧の大きなものが必要な場合には使えます．%

ABCD とかですね．

16.原稿作成時のためのその他のコマンド
TY は「2字あけてゆえにの記号」です．

$TY x=2$

Ú x= 2

Tkotae は「答えを太字にして点々をつけてさらに日本語の（答）の文字をつける」で
す．kotaeeだと「え」もつけます．

$Tkotaefx=2g$と$Tkotaeefx=2g$
x = 2ÝÝ(答)と x = 2ÝÝ(答え)
TKOTAEは点々と (答)だけです．これはドルマークで囲む必要はありません．

TKOTAEとTKOTAEE
ÝÝ(答)とÝÝ(答え)
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